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充実した少人数教育。名古屋駅から近い！

◆社会福祉学科
　社会福祉専攻
　 社会福祉コース／介護福祉コース／
　精神保健福祉コース／福祉教育コース／
　心理学コース／経済行政コース
　子ども学専攻
　幼児教育コース／子ども福祉コース

社会福祉学部
◆人文学科
　日本文学専攻／歴史文化専攻／
　現代教養専攻

◆仏教学科
　真宗学／仏教史学

文学部

〒453-8540 名古屋市中村区稲葉地町7-1

☎ 052-411-1247（入試・広報センター）
URL https://www.doho.ac.jp/

お問い
合わせ

ビジネスのいまが体感できる、充実した教育体制
現代ビジネス学部
現代ビジネス学科
ビジネス心理コース
地域ビジネスコース
情報ビジネスコース
環境ビジネスコース
スポーツビジネスコース
医療情報管理コース＊
＊2019年4月新設

入試区分 出願期間 入学試験日 合格発表日

推薦入試Ⅲ期 1/30（木）～2/19（水） 2/22（土） 2/26（水）

一般入試前期 1/9（木）～1/29（水） 2/1（土）・2（日） 2/6（木）

一般入試後期 2/13（木）～3/4（水） 3/7（土） 3/11（水）

AO入試 本学までお問い合わせください

入試日程（令和2年4月入学）

遠隔地入学生支援制度あり
【一般入試受験者対象】
学業特待生制度あり

〒488-8711 愛知県尾張旭市新居町山の田3255-5
薔 0120-546-160　　FAX 0561-52-0541
https://www.nagoya-su.ac.jp

OPEN
CAMPUS
10：00～15：00

1/25土
2/22土

■令和2年度入試日程
試験区分 出願期間 試験日 合格発表日

一般
入試

Ⅰ
期
1月6日（月）～22日（水）1月28日（火） 2月6日（木）

Ⅱ
期

1月30日（木）～2月13日（木） 2月18日（火）2月28日（金）

Ⅲ
期

2月20日（木）～3月5日（木） 3月11日（水） 3月19日（木）

センター試験
利用入試

Ⅰ
期
1月6日（月）～29日（水）

本学独自の
試験は
課しません

2月14日（金）

Ⅱ
期

1月30日（木）～2月17日（月） 2月28日（金）

Ⅲ
期

2月20日（木）～3月9日（月） 3月19日（木）

AO入試
Ⅲ
期

2月20日（木）～3月9日（月） 3月16日（月） 3月19日（木）

未来は自由。

私の世界が

動き出す。

〒606-0847 京都市左京区下鴨南野々神町1
TEL  075-706-3659［広報課］
URL  https://www.notredame.ac.jp/jukensei/■国際言語文化学部：英語英文学科／国際日本文化学科

■現代人間学部：福祉生活デザイン学科／心理学科／こども教育学科

　本学の定める条件を満たす方に対して、入学前に奨学金の給付の内定
をし、入学後に給付する奨学金です。

申請資格
1.   本学への入学を強く希望する一般入試またはセンター利用入試の受験者
2.   家計支持者の年間収入・所得の合計金額が本学の定める条件に当てはまる者
　 ◆採用人数：20人　◆給付金額：300,000円　◆納付時期：入学後の5月中旬予定
　 ◆申請方法： 各対象入試の出願期間内に申請書類を「簡易書留」にて郵送（消印有効）

入学前予約型給付奨学金

＊詳細は下記のURLをご確認ください。

　英語外部検定試験の級やスコアを利用
して、試験科目「英語」で以下の加点を
受けることができます。

◆ 英検2級またはそれ相当以上：満点の10％
◆ 英検準2級またはそれ相当以上：満点の5％

＊ 上記は一般入試が対象。詳細は下記のURLをご
確認ください。

　受験生のみなさんの経済的負担を少し
でも軽減するために、本学では以下の入
学検定料を設定しています。

◆一般入試・AO入試：10,000円
◆センター試験利用入試：5,000円

＊ ほかにも本学独自の奨学金など経済的支援制度
を整えています。

英語外部検定試験が
利用可能

チャレンジしやすい
入学検定料！

〒590-0496 大阪府泉南郡熊取町朝代台1-1
TEL  072-453-7070（入試・広報部）
URL https://www.ouhs.jp/nyushi/（入試情報サイト）

お問い
合わせ

体育学部
■スポーツ教育学科 コーチ教育コース
 体育科教育コース
 スポーツ心理・カウンセリングコース
■健康・スポーツマネジメント学科
 スポーツマネジメントコース
 アスレティックトレーニングコース
 健康スポーツコース

教育学部
■教育学科 小学校教育コース
 保健体育教育コース

■2020年度入試日程
出願期間 試験日 合格発表

一般選抜
Ａ日程

1/ 6 （月）～
1/15（水）

1/31（金）
【体力プロフィール

テスト】、
2/ 1 （土）

2/10（月）

一般選抜
Ｂ日程

1/ 6 （月）～
1/27（月）

2/13（木） 2/22（土）

一般選抜
後期

2/18（火）～
2/28（金）

3/ 9 （月） 3/14（土）

＊ 一般選抜後期は、教育学部のみ募集。
詳細は本学ウェブサイトをご確認ください。

お問い合わせ（入学センター 入試広報課）

〒910-8505 福井市学園3-6-1
TEL  0120-291-780　E-mail  kouhou@fukui-ut.ac.jp
URL  http://www.fukui-ut.ac.jp

試験区分 出願期間（締切日消印有効） 試験日 合格発表日

一般入試

前期
①日程

1月6日（月）～22日（水）
1月29日（水）

2月10日（月）
前期
②日程 1月30日（木）

中期 2月1日（土）～14日（金） 2月20日（木） 2月29日（土）

後期 2月17日（月）～3月9日（月） 3月16日（月） 3月21日（土）

センター試験
利用入試

前期 1月6日（月）～28日（火） 本学独自の
個別試験は
課しません

2月10日（月）

中期 2月1日（土）～14日（金） 2月29日（土）

後期 2月17日（月）～3月17日（火） 3月21日（土）

2020年度入学試験日程■工学部
　電気電子工学科
　機械工学科
　建築土木工学科
　原子力技術応用工学科

■環境情報学部
　環境食品応用化学科＊

　経営情報学科
　デザイン学科
　＊ 2020年4月、現：環境・食品科学科

より名称変更予定

■スポーツ健康科学部
　スポーツ健康科学科

充
実
し
た
環
境
が
魅
力

女
性
パ
イ
ロ
ッ
ト
誕
生
も
間
近

崇
城
大
学

E
n
e

-

1
G
P
で
優
勝

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ク
ル
プ
ロ
ジェ
ク
ト

大
阪
産
業
大
学

渾
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表

武
庫
川
女
子
大
学
短
期
大
学
部

　
九
州
女
子
大
学
（
北
九
州
市
）

は
、
家
政
学
部
と
人
間
科
学
部
の

2
学
部
3
学
科
を
擁
し
、「
強
く

て
し
な
や
か
な
女
性
の
育
成
」
を

目
指
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

堅
実
で
キ
メ
細
か
な
教
育
を
行
う

同
大
の
中
で
も
、
特
に
教
員
採
用

試
験
の
合
格
実
績
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
る
。

　
人
間
発
達
学
科
人
間
発
達
学
専

　
崇
城
大
学
（
熊
本
市
）
の
工
学

部
宇
宙
航
空
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の

航
空
操
縦
学
専
攻
は
、
質
の
高
い

パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
に
定
評
が
あ

り
、
毎
年
、
航
空
業
界
に
多
く
の

優
秀
な
卒
業
生
を
送
り
出
し
続
け

て
い
る
。

　
同
専
攻
で
は
、
熊
本
空
港
に
直

結
し
た
「
空
港
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を

利
用
し
て
国
内
で
一
貫
し
た
教
育

訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
セ
ス
ナ

1
7
2
を
11
機
、
双
発
機
の
バ
ロ

ン
を
3
機
配
置
し
て
お
り
、
充
実

し
た
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
聞
く
と
男

性
の
職
業
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
が
ち
だ
が
、
同
大
で
は
女
性

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
志
願
者
も
増
え
て

い
る
と
い
う
。

　
女
子
学
生
は
現
在
、
同
学
科
で

も
1
年
次
三
人
、
3
年
次
二
人
、

4
年
次
三
人
の
計
八
人
が
在
籍

中
。意
欲
的
な
人
材
が
揃
い
、日
々

の
学
修
や
訓
練
は
男
女
の
区
別
な

く
行
わ
れ
て
い
る
。

　
女
子
学
生
の
う
ち
の
一
人
は

「
小
さ
い
頃
か
ら
飛
行
機
に
乗
る

機
会
が
多
く
、
航
空
業
界
に
興
味

を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
業
務
委
託

な
ど
を
せ
ず
に
一
貫
し
て
国
内
で

教
育
を
行
う
唯
一
の
大
学
で
、
面

倒
見
の
良
さ
が
魅
力
で
し
た
。
自

分
が
就
職
し
た
い
エ
ア
ラ
イ
ン
出

身
の
教
官
が
い
る
こ
と
も
動
機
の

一
つ
で
す
」
と
、
同
大
へ
の
志
願

動
機
を
明
る
く
語
っ
た
。

　
実
際
に
学
生
を
指
導
し
て
い
る

教
官
は
「
男
性
と
比
較
し
て
身
体

が
小
柄
な
ど
と
い
っ
た
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
と
な
る
部
分
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
に
負
け
な
い
力
強
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、
期
待
を

込
め
る
。

  

同
大
は
11
月
6
日
、
日
本
ト
ラ

ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空
株
式
会
社

（
J
T
A
、
本
社
・
那
覇
市
）
と

の
間
で
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
に
関

す
る
協
定
を
取
り
交
わ
し
た
。
ほ

か
に
も
昨
年
10
月
に
は
琉
球
エ
ア

ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
株
式
会
社

（
R
A
C
、
本
社
・
同
）、
日
本

航
空
株
式
会
社
（
J
A
L
、
本
社

東
京
・
品
川
区
）
と
包
括
的
な
協

定
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
そ
れ
以

前
に
も
平
成
23
年
に
ス
カ
イ
マ
ー

ク
株
式
会
社
（
本
社
東
京
・
大
田

区
）、
25
年
に
は
株
式
会
社

攻
は
、
北
九
州
市
内
で
小
学
校
教

諭
一
種
免
許
状
お
よ
び
特
別
支
援

学
校
教
諭
一
種
免
許
状
が
4
年
間

で
取
得
で
き
る
唯
一
の
大
学
だ
。

今
年
の
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て

行
わ
れ
た
「
令
和
2
年
度
公
立
学

校
教
員
採
用
候
補
者
選
考
試
験
」

に
お
い
て
、
地
元
・
北
九
州
市
の

ほ
か
、
福
岡
、
佐
賀
、
大
分
、
鹿

児
島
、
沖
縄
各
県
の
九
州
地
方
は

も
ち
ろ
ん
、
神
奈
川
、
広
島
、
山

口
各
県
と
、
全
国
各
地
で
36
件
の

合
格
実
績
を
あ
げ
、
全
体
の
合
格

率
は
97
・
3
％
を
達
成
。
そ
の
中

で
も
北
九
州
市
と
福
岡
県
に
お
け

る
小
学
校
教
員
の
採
用
試
験
で

は
、
一
次
試
験
に
合
格
し
た
25
件

す
べ
て
が
最
終
試
験
で
も
合
格
を

果
た
し
て
い
る
。

　
同
大
は
、
教
員
採
用
試
験
の
受

験
に
向
け
て
講
座
な
ど
を
実
施

し
、
試
験
の
対
策
を
行
っ
て
お

り
、「
チ
ー
ム
九
女
」
を
合
言
葉

に
し
て
磐
石
の
体
制
を
整
え
て
い

る
。
学
生
同
士
の
勉
強
会
を
は
じ

　「
偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ
」
と

い
う
建
学
の
精
神
を
掲
げ
、
グ
ロ

ー
カ
ル
な
視
野
を
持
つ
人
材
を
育

む
大
阪
産
業
大
学
（
大
阪
府
大
東

市
）。
同
大
で
は
21
世
紀
の
自
動

車
社
会
の
在
り
方
を
社
会
に
向
け

て
発
信
す
る
た
め
「
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ー
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

推
し
進
め
て
い
る
。

  

平
成
21
年
に
立
ち
上
げ
た
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
電
池
で
走
る
超

軽
量
ビ
ー
ク
ル
に
よ
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
熱
電
発
電
な
ど
の
動
力
源

を
合
体
さ
せ
た
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ー
ク
ル
」
の
製
作
を
通
し
て
、

環
境
問
題
に
関
す
る
普
及
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
主
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
活
動
し
て
い
る
の
は
工

学
部
の
学
生
で
、
講
義
で
学
修
し

た
知
識
を
活
用
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
11
月
23
日
、
ツ
イ
ン
リ
ン
グ
も

て
ぎ
（
栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
）

を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た

「
2
0
1
9 

E
n
e-

1
G
P 

M
O
T
E
G
I
」
に
も
学
生
チ
ー

ム
と
し
て
出
場
。
単
三
充
電
池
40

本
を
動
力
源
と
す
る
競
技
車
両
で

め
、
す
で
に
試
験
に
合
格
し
て
い

る
4
年
生
が
模
範
と
し
て
模
擬
授

業
を
実
演
す
る
こ
と
で
良
か
っ
た

点
を
確
認
し
、
気
づ
き
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
だ
。

　
ま
た
、
4
月
に
は
同
専
攻
の
4

年
次
を
対
象
に
「
直
前
強
化
学

習
」
を
開
催
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
の
書
き
方
や
実
技
の
ポ
イ
ン

ト
、
集
団
面
接
、
集
団
討
論
、
学

科
試
験
、
個
別
対
策
な
ど
に
関
す

る
演
習
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
ご

と
の
特
色
を
と
ら
え
た
対
策
を
練

り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
策

に
よ
っ
て
、
学
生
は
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
仲
間
と
し
て

の
絆
を
深
め
る
機
会
に
も
な
っ
て

い
る
の
だ
と
い
う
。
試
験
直
前
の

7
月
上
旬
に
は
壮
行
会
を
行
い
、

教
員
か
ら
の
熱
い
エ
ー
ル
を
受
け

取
っ
て
試
験
本
番
へ
と
臨
む
。

　
合
格
を
つ
か
み
取
っ
た
あ
る
学

生
は
「
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

は
も
ち
ろ
ん
、
何
よ
り
同
じ
目
標

を
持
ち
、
切
磋
琢
磨
し
た
仲
間
の

存
在
に
支
え
ら
れ
て
合
格
と
い
う

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
春
か
ら
新
た
な
目
標
に
向

け
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
同
大
の
支
援
体
制
に
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
つ
つ
、
入
職

後
の
意
気
込
み
を
示
し
た
。

コ
ー
ス
1
周
の
タ
イ
ム
を
競
う

「
O
N
E 

L
A
P
タ
イ
ム
ア
タ

ッ
ク
」
と
、
90
分
間
の
走
行
距
離

を
競
う
「
e-

k
i
d
e
n
ロ
ン

グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
の
成
績
を
総

合
し
て
順
位
が
決
め
ら
れ
る
。

　
大
会
に
は
、
同
大
か
ら
3
台
の

車
両
が
出
場
し
た
。
残
念
な
が
ら

2
台
は
ト
ラ
ブ
ル
で
リ
タ
イ
ヤ
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
の
、
残
る

1
台
は
順
調
に
走
行
を
重
ね
、
大

学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
門
学
校

対
象
の
K
V-

1
b
ク
ラ
ス
で
見

事
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
優
勝
車
両
を
操
縦
し
て
い
た
工

学
部
交
通
機
械
工
学
科
の
3
年

次
・
西
村
匠
さ
ん
は
「
雨
天
と
な

り
悪
条
件
の
中
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
の
努
力
が
実
っ
て
良
い
結
果
を

残
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
本
当
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
地
道
に
マ
シ

ン
の
改
良
を
続
け
て
き
た
こ
と
が

勝
因
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
チ
ー

ム
で
の
優
勝
に
満
面
の
笑
み
を
見

せ
て
い
た
。

　「地域共創・未来共創の大学へ」を建
学の理念として、学生一人ひとりの成長
を支援する沖縄大学（那覇市）。11 月
16 日、同市で開催された「2019 年 JAL
中国語スピーチコンテスト沖縄大会」に
おいて、人文学部国際コミュニケーショ
ン学科 2年次のホアン・ティ・タァンム
さんが見事 3位に入賞した。
　コンテストは、日本航空株式会社
（JAL、本社東京・品川区）と日華青少
年交流協会が主催。3～ 4分で自作スピ
ーチ原稿を読み上げ、その内容、表現力、
発音、中国語による質疑応答などを中心
に評価する。

　ホアンさんは「私と中国語（副題：ベ
トナム語と中国語）」をテーマに、中国
とベトナムの文化が似ている点などにつ
いて、流暢な中国語でスピーチを披露し
た。ホアンさんの経験に基づく独自の視
点を取り入れ、見事 3位に輝いた。
　スピーチの指導をしたのは同学科の王
志英教授だ。発音練習など、王教授が寄
り添って指導したことで、ホアンさんの
スピーチは磨きがかかっていった。
　ホアンさんは「いままでスピーチコン
テストなどに出場したことはなく、自信
もなかったため応募するか悩みました
が、王教授から背中を押していただいて

出場へと踏み切りました。忙しい中、王
教授が指導をしていただいたおかげで入
賞することができました。また、ほかの
学校の学生と交流ができたこともとても
良い経験となりました」と、晴れやかな
表情で振り返った。
　同学科では、幅広い教養と複眼的・総
合的思考力や主体的な学習力などさまざ
まな能力や資質を涵養するカリキュラム
が用意されている。国際性を身につけつ
つ、社会で求められる力を持った人材の
輩出に今後も期待が集まる。

JAL中国語スピーチコンテスト沖縄大会
 流暢な発音が評価され3位入賞

沖縄大学

　
武
庫
川
女
子
大
学
短
期
大
学
部

（
兵
庫
県
西
宮
市
）が
擁
す
る
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
学
科
は
、
学
生
一
人
ひ
と

り
が
社
会
で
役
立
つ
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
少
人
数

ら
は
各
チ
ー
ム
の
代
表
と
し
て
植
村

静
さ
ん
が
福
知
山
線
廃
線
地
跡
を
利

用
し
た
「
廃
線
地
d
e
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
」、
井
上
稚
菜
さ

ん
が
市
内
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
巡
り

な
が
ら
特
産
品
を
楽
し
む
「
西
宮
市

を
満
喫
し
な
が
ら
特
産
品
を
購
入
さ

せ
る
」、
西
本
愛
美
さ
ん
が
同
市
の

特
産
品
で
あ
る
日
本
酒
と
全
国
的
に

流
行
し
て
い
る
タ
ピ
オ
カ
を
か
け
合

わ
せ
た
「
日
本
酒
タ
ピ
オ
カ
（
ジ
ャ

パ
タ
ピ
）」
に
つ
い
て
の
発
表
を
行

っ
た
。

　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
長
を
務
め
て
い
る
植

村
さ
ん
は
「
企
業
の
代
表
者
の
方
々

を
相
手
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
学
校

内
で
行
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
異
な
る
良
い
緊
張
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
光

栄
に
思
い
ま
す
。
こ
の
活
動
で
得
た

学
び
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
も
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
に
つ
い
て
の
感
想

を
語
っ
た
。

制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
講
し
、
綿
密

な
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
今
秋
11
月

27
日
、
西
宮
神
社
会
館
で
開
催
さ
れ

た
「
に
し
の
み
や
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
9
」
の

最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
で

は
、
同
学
科
の
穐
原
寿
識
准
教
授
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
学
ぶ
2
年
次
の
学
生

3
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

　
今
年
で
8
年
目
を
迎
え
る
同
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
西
宮
市
に
所
在
す
る
大

学
に
通
う
大
学
生
が
各
大
学
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
結
果
に
基
い
て
提
案

し
た
、
同
市
の
地
域
性
を
活
か
し
た

地
域
産
業
や
企
業
の
活
性
化
、
地
域

発
展
や
魅
力
の
再
発
見
・
創
造
に
寄

与
す
る
ア
イ
デ
ア
を
審
査
す
る
。

　
審
査
当
日
は
、
一
次
審
査
を
通
過

し
た
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
10
組
が
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
披
露
し
た
。
同
大
か

学
修
し
た
知
識
を
最
大
限
活
か

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
マ
シ
ン
を

改
良
し
続
け
た
こ
と
が
勝
因

学
生
な
ら
で
は
の
着
想
を
さ
ら
に

洗
練
さ
せ
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た

現
在
4
年
次
の
女
子
学
生
3
人
が

卒
業
に
向
け
て
訓
練
を
重
ね
て
い
る

講
座
の
受
講
を
通
し
て
試
験
本

番
へ
と
気
持
ち
を
高
め
て
い
く

　
ま
た
、
ほ
か
の
学
生
は
「
不
安

で
仕
方
が
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、
共
に
努
力
し
て
き
た
仲
間
や

ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
支

え
ら
れ
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
学
習
で
き
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、
合
格
に

向
け
て
努
力
し
た
日
々
を
感
慨
深

げ
な
表
情
で
振
り
返
っ
た
。

　
こ
う
し
た
学
生
か
ら
の
満
足
度

の
高
い
声
は
、
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
指
導
の
結
果
で
あ
り
、

「
チ
ー
ム
九
女
」
で
一
丸
と
な
っ

て
い
る
取
り
組
み
の
賜
物
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

二
人
三
脚
で
大
会
に
臨
ん
だ
ホ
ア

ン
・
テ
ィ
・
タ
ァ
ン
ム
さ
ん
●左
と

王
志
英
教
授

九
女
型
対
策
講
座

教
壇
に
立
つ
夢
を
後
押
し

九
州
女
子
大
学

A
I
R
D
O
（
本
社
・
札
幌
市
）、

26
年
に
株
式
会
社
フ
ジ
ド
リ
ー
ム

エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
F
D
A
、本
社
・

静
岡
市
）、
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー

タ
ー
株
式
会
社
（
本
社
鹿
児
島
・

霧
島
市
）、
そ
し
て
29
年
に

P
e
a
c
h 

A
v
i
a
t
i
o
n

株
式
会
社
（
本
社
大
阪
・
泉
南
郡

田
尻
町
）
な
ど
、
全
国
各
地
の
企

業
と
の
連
携
を
結
び
、
指
導
力
を

高
め
続
け
て
い
る
。

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
育
成
に
お
い
て

大
い
に
存
在
感
を
発
揮
し
続
け
て

い
る
崇
城
大
の
指
導
力
か
ら
目
が

離
せ
な
い
。
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